
夢工房 そうありたいな 美術（アート）室

Keyword：自分流，美術（アート），遊び，オリジナル題材開発力

たのしく美術にかかわることのできる環境を子どもたちに保障

し，その過程で人間力を身につけさせること。これが美術教育の最

優先課題であり指導者の最大の責務と私は考えています。

したがって美術に関する指導者の一定レベルの見識は不可欠で

す。ただしこれは，指導者が「かく・つくる」ことができるように

なるというような低レベルの資質を指すものではありません。

上掲写真は保育士等を目指す学生達の作品です。「５歳児程度の

子どもが使える材料・用具を活用し“動かして遊べるモノ”をつく

る」との私の課題を受け，紙皿，紙コップ，ストロー等々を前に七

転八倒の学生たち。この七転八倒プロセスこそ脳はフル稼働のはず

です。私の本意はここにあります。

脳の活性と美術が無縁でないことを知らせることでした。この認

識こそが，将来，子どもたちにとって意味ある（脳に効く）オリジ

ナル題材を開発する力につながると考えているからです。 *1 五味太郎さんの「じょうぶな頭とかしこい体になるために」，ブロンズ新社，1991.2.

*2 本書 Page59 の＊１，＊２参照

めだかもね すずめもまたね 是々非々で

Keyword：もまた魂，否定命令プログラム，肯定命令プログラム

「もまた」の原点は五味太郎氏の「じょうぶな頭とかしこい体
．．．

になるために
*1
」です。この書籍の「はじめに」に触発され，美

術教育にかかわる教師等の柔軟性について上記“めだかもね すず

めもまたね 是々非々で”と詠み，同時に江崎玲於奈氏の知見
*2
に

重ね“肯定も 否定もまたね 是々非々で”とも詠みました。

さて，以下は五味さんの上記著作の「はじめに」の一部です。

大人の言うことは素直にきいて、決められたことはきちんと守り、出された

問題にはうまく答え、与えられた仕事はだまってやる。決してさぼったり、ご

まかしたりはしない。それが『かしこい頭とじょうぶな体』のよい子です。

言われたことの意味をたしかめ、決められたことの内容を考え、必要があれ

ば問題をとき、自分のために楽しい仕事をさがし出し、やるときはやるし、さ

ぼりたいときはすぐさぼる。これが『じょうぶな頭とかしこい体』を持った、

これもまたよい子です。

かしこい頭とじょうぶな体を作るための訓練や方法は世の中にいやと言うほ

どありますが、頭をじょうぶにし、体をかしこくするためのものは驚くほど不

足しているようです。…

私は〈や（Page45）〉の項で“肯定命令プログラム”の典型と

も言える「シナリオ」に依拠した指導に言及しました。が，ここ

であらためて「もまた魂」をふまえ「否定命令プログラム・肯定

命令プログラム（Page59）」及び「めだかの学校・すずめの学校

（Page59）」のことを検討してみたいと思います。

〈こ（Page55）〉の項で紹介した五味さんの事例「役に立たな

いもの作ろう」はおおよそ「否定命令プログラム（めだかの学校）」

で展開された優れた授業と私はとらえています。さて真逆の「役

に立つもの作ろう（工作・デザイン／目的表現）」であれば私が先

に否定的に論じた「肯定命令プログラム（すずめの学校）」の方が

合理的ともいえ無駄や怪我人が少なくなると考えられます。

あるいは五味さんの一連のチャレンジは私たち硬化した大人（教

師等）への一石だったのではないでしょうか。花鳥風月をモチー

フに「美しいものを美しく，花は花らしく，人は人らしく表現す

ること」だけが美術だと老若男女思い込まされ教師たちもそんな

思いをベースに窮屈な授業を展開してきたのではないでしょうか。

そんな現状への五味さんの思いを込めた一石と受け止めました。
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